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1.完全な福音 2.強い聖徒たち 3.強い指導者
▲私たちを救って下さり、私たちを強い者にしようとした。福音の

5つの恵みを覚えるように。
1)完了した―創 3:15、ローマ 8:1-2
(1)宗教を信じるほど、恐れ、不安が強くなる。
(2)キリストは私達をサタン、罪、死から解放をした。
(3)キリストはすべての問題を解決した。
－宗教の苦しみから解放をされた。

2)共に－ヨハネ 14:20、マタ 28:18−20
(1)天と地の権威を持っている神様が共にいる。
(2)キリストが共におられるので喜び、平安がある。

3)神様の子供(養子)－ヨハネ 1:12、ローマ 8:15
(1)天の神様をお父様と呼べるので、何も恐れる必要はない。
(2)7つの祝福を与えて下さっている。

4)同行、代生－ガラ 2:20
(1)イエス様と共に和達たちは十字架につけられた。
(2)キリストが私の代わりに生きて下さっている。
(3)神様と共に歩むようになった。

5)代任－1ペテ 2:9
(1)王の務め(サタンを踏み砕く)、大祭司の務め(人を赦す)、
預言者の務め(福音を宣べ伝える)を私たちに任された。
(2)私の本業は伝道であり、私達の仕事、勉強は副業
(カーター大統領)
(3)神の国のことをする時に全て与えられる(マタ 6:33)
※上の福音の 5つのことを味わうように。
※この福音を集中の祈り(呼吸の祈り、黙想 等)を通して味わう。

▲福音の恵みによって私たちは強い聖徒となった。

1)士師 7:3(民のうちから二万二千人が帰って行き、一万人が残った。)
(1)相手の敵は、10万以上がいた。
(2)イスラエルの兵の内、32,000人が戦いのために出てきた。
⇒しかし、神様は民たちの人数が多すぎると言われた。

⇒22,000人が帰るようになり、10,000人となる。
⇒10,000人も多いと神様が言われ、水の飲み方により、民たちを
帰らせるようになった。最終的に、300人となる。
※神様は少ない人数でも働きをなさる。

※300人の民は、怖がらない人であり、訓練を受けた人であった。
2)行動訓練
(1)300人の人は、訓練を受けた人であり神の働きの精鋭であった
(2)私達はサタンの戦いに備えた人になるべきである（士師 7:5-6)

3)弟子、要員化－マタイ 28:18-20
(1)私達は、訓練を受けてサタンと戦う強い弟子となるように。
(2)私達が弟子となり、強い弟子をたてることが出来るように。
(3)訓練を受けるほど強い聖徒となる－水曜礼拝、金曜徹夜礼拝、
神学校(弟子訓練コース、夜間伝道弟子班)、核心メッセージ、
産業メッセージなど訓練をするほど強くなる。

4)レムナント
(1)幼い頃から訓練をすると強いレムナントになる。
(2)保育園、サミットスクールを通してレムナント達を訓練させる
※ギデオンたちは敵軍に夜襲をしかけて、ラッパを鳴らして、

たいまつを照らしたが、ミデヤン軍はパニックになり、自滅した。

ギデオンと勇士たちは大勝利を収めるようになった。

※悪魔には何の力もない。私達は完全に勝利をするようになる。

▲神様は強い指導者をたてることを望む。

○ギデオン－神様は、ギデオンのような指導者

を立てて、敵に勝利をしていった。

1)召命－士師 6:14-15
(1)ギデオンは神から頂くビジョンがあった
－イスラエル人をミデヤンから救い出す

(2)信仰の訓練を受けるほどリーダーになる。
(3)サタンによる苦しみから解放をするのは
福音のみである。

－悪魔と戦うリーダーとなるように。

2)士師 6:32
(1)ギデオンはエルバアルのあだ名を持ってた
―自分が神であるという宗教と戦おうとする

ものを主は喜ばれる。

(2)悪魔と戦う者となるように。
―サタンと戦い勝利する権威を持っている。

(3)人は赦して愛する対象である。
3)士師 6:34
(1)聖霊充満を与え、聖霊様が助けて下さる。
(2)勝利をすることが必要である。
(3)私達はギデオンのようなリーダーになる。
―ギデオンによって、40年間平安が続いた。
※家庭、職場の中で、サタンと戦う霊的な

リーダーになるように。

※リーダーになるほど、日本福音化を出来る。

▲結論

(1)神様が共におられて働きをなされる。
(2)私達がサタンを打ち砕き、霊的な世界を
取り戻すように。

(3)現場に働くサタンを打ち砕くように。
(4)伝道の訓練を受けるように。
(5)霊的な見張り人、霊的な医者、霊的な大使



現場地教会（2021 年 1 月 10 日～2021 年 1 月 16 日）

【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「サタンと戦う強い教会」（士師 7:1-6）

【讃美】 391 十字架のつわもの

【祈り】

①教会の祈りの課題

・元旦メッセージ：「サタンを踏み砕く」ローマ 16:20、

「次世代を生かす歩みとなる 30 年」ローマ 16:25-27

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

祈り題

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27)
2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17)
3. レムナント(イザヤ 6:13)
4. 癒し(使徒 19:8－20)
5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23)
6. 200都市(創世記 41:36－38)
7. 1000大学(使徒 19:9－10)
8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3)
9. 日本 8000教会(使徒 17:1－3)
10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237)
11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10)
12. 237宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8)

契約の祈り
(主日礼拝)

1. すべての問題の解決者キリストが私と共におられ、神様の子供とさ
れた私の人生を代わりに生きてくださる完全福音をくださり、サタン

と戦う王の務めを代任されたことを感謝します。

2. 御言葉を聞く訓練・恵みを受ける訓練によって、恐れない強い信仰
の聖徒になり、強い弟子・強い Rtを立てることができると信じます。
3. 霊的戦いのミッションを掴んで CVDIPを描き、聖霊充満と知恵を
受けて現場に働くサタンを打ち砕く強いリーダーとして立ち、霊的見

張り人・霊的医者・霊的大使の答えを受けますように。

お知らせ

1．1 月 11 日～13 日 鹿児島キャンプ

2．新成人のためにお祈りをお願いします。

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


